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最終頁に続く

(54)【発明の名称】 有機エレクトロルミネッセンス表示素子及びその製造方法

(57)【要約】
【課題】大気中の水分や酸素等の影響を極力除外し、経
時劣化が少なく、かつ有機ＥＬ表示素子が膜欠陥を生じ
ることなく、生産性を向上させることにより安価な有機
ＥＬ表示素子及びその製造方法を提供する。
【解決手段】少なくともプラスチック基材１上に第一電
極層２と有機エレクトロルミネッセンス層１１と第二電
極層５を積層した積層体のプラスチック基材面に配置し
たガラス板６と、第二電極層面に配置した防湿性フィル
ム８により被覆封止する。なお、ガラス板及び防湿性フ
ィルムによる被覆封止を同時に行なうことが好ましい。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】少なくともプラスチック基材上に第一電極
層と有機エレクトロルミネッセンス層と第二電極層を積
層した積層体のプラスチック基材面に配置したガラス板
と、第二電極層面に配置した防湿性フィルムにより被覆
封止したことを特徴とする有機エレクトロルミネッセン
ス表示素子。
【請求項２】少なくともプラスチック基材上に第一電極
層と有機エレクトロルミネッセンス層と第二電極層を積
層した積層体のプラスチック基材面に配置したガラス板
と、第二電極層面に配置した防湿性フィルムにより被覆
封止した有機エレクトロルミネッセンス表示素子の製造
方法において、
ガラス板及び防湿性フィルムによる被覆封止を同時に行
なうことを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス表
示素子の製造方法。
【請求項３】前記プラスチック基材と前記ガラス板をシ
ーラントフィルムにより接着させることを特徴とした請
求項２記載の有機エレクトロルミネッセンス表示素子の
製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、表示装置としての
発光型ディスプレイや、面発光光源として幅広い用途が
期待されている有機エレクトロルミネッセンス表示素子
（以下、有機ＥＬ表示素子と言う。）及びその製造方法
に関する。
【０００２】
【従来の技術】有機ＥＬ表示素子は、自己発光型である
ため、これを用いたディスプレイは高輝度、高視野角を
示すという特徴があり、かつ低電圧で駆動し得るという
特徴を有している。
【０００３】かかる有機ＥＬ表示素子は、互いに対向す
る第一電極層と第二電極層の間に有機物を挟持する構造
であり、有機物はさらに発光層、正孔注入層／発光層、
発光層／電子注入層、正孔注入層／発光層／電子注入層
のような積層体か、正孔注入材料と電子注入材料のうち
少なくとも一つと発光材料を混合した構造になってい
る。
【０００４】有機ＥＬ表示素子の製造方法で、プラスチ
ック基材上に有機ＥＬ層や第二電極層を、蒸着法や印刷
法などにより成膜する方法が提案されている。これによ
り、薄型・軽量な有機ＥＬ表示素子を製造することが可
能となる。
【０００５】しかし、有機ＥＬ表示素子は、大気中の水
分や酸素により劣化する。大気中の水分、酸素等の影響
により、例えば有機ＥＬ層と第二電極層との界面で剥離
が生じたり、構成材料が変質してしまったりする。この
結果、ダークスポットと呼ばれる非発光領域が発生し、
時間の経過と共に拡大するといった現象があったり、所
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定の品質の発光が維持できなくなったりする。このた
め、防湿フィルムや透明無機薄膜蒸着フィルム等で封止
する必要がある。
【０００６】ＥＬ光取り出し面側の防湿性フィルムは、
防湿性かつ透光性が求められるため、プラスチック基材
に透明無機物を蒸着したり、透明無機薄膜蒸着フィルム
をラミネートしたフィルムが用いられている。しかし、
ＥＬ光取り出し面と反対側の防湿性フィルムは、透光性
である必要がなく、特に防湿性に優れた金属箔からなる
防湿性フィルムを使用することができる。
【０００７】しかしながら、現状の透明無機薄膜蒸着フ
ィルムでは、長期に渡って、有機ＥＬ表示素子の劣化を
抑制することはできない。
【０００８】また、ガラス板上に第一電極層、有機ＥＬ
層、第二電極層（積層体）を作製し、その上に防湿性フ
ィルムを接着することにより封止する方法が提案されて
いる。
【０００９】しかしながら、ガラス板を用いると巻き取
り基材の使用が困難であったり、積層体に防湿性フィル
ムを加圧機やロール等により加圧し、接着する際に、加
圧機やロール等が直接有機ＥＬ層等に接触するため、第
二電極層および有機ＥＬ層に膜欠陥が生じてしまい、発
光時に前述した膜欠陥が非発光部となってしまう。
【００１０】他方、プラスチック基材上に第一電極層、
有機ＥＬ層、第二電極層（積層体）を作製し、積層体の
プラスチック基材面をガラス板で封止し、その後、他面
に防湿性フィルムを積層接着する方法の採用を検討する
と、プラスチック基材と防湿性フィルムとの間のシーラ
ント層は、加圧または加熱または熱押圧を２回行われる
ことになる。このため、シーラント層が薄くなり接着不
良が発生する、シーラント層にクラックが入る等の封止
不良が生じる恐れがある。
【００１１】また、ガラス板と防湿性フィルムを別々に
積層体に積層接着するため生産効率が悪い。
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】本発明は、これらの問
題点を解決するためになされたものであり、大気中の水
分や酸素等の影響を極力除外し、経時劣化が少なく、か
つ有機ＥＬ表示素子が膜欠陥を生じることなく、生産性
を向上させることにより安価な有機ＥＬ表示素子及びそ
の製造方法を提供するものである。
【００１３】
【課題を解決するための手段】本発明は、上記課題を解
決するため、まず請求項１においては、少なくともプラ
スチック基材上に第一電極層と有機エレクトロルミネッ
センス層と第二電極層を積層した積層体のプラスチック
基材面に配置したガラス板と、第二電極層面に配置した
防湿性フィルムにより被覆封止したことを特徴とする有
機エレクトロルミネッセンス表示素子を提供する。請求
項２においては、少なくともプラスチック基材上に第一
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電極層と有機エレクトロルミネッセンス層と第二電極層
を積層した積層体のプラスチック基材面に配置したガラ
ス板と、第二電極層面に配置した防湿性フィルムにより
被覆封止した有機エレクトロルミネッセンス表示素子の
製造方法において、ガラス板及び防湿性フィルムによる
被覆封止を同時に行なうことを特徴とする有機エレクト
ロルミネッセンス表示素子の製造方法を提供する。請求
項３においては、前記プラスチック基材と前記ガラス板
をシーラントフィルムにより接着させることを特徴とし
た請求項２記載の有機エレクトロルミネッセンス表示素
子の製造方法を提供する。
【００１４】
【発明の実施の形態】以下、本発明の有機ＥＬ表示素子
およびその製造方法の一例として、プラスチック基材上
の第一電極層が陽極層、第二電極層が陰極層となる場合
を例にあげ、その製造工程に従って詳細に説明する。
【００１５】まず、プラスチック基材上に、スパッタリ
ング法や真空蒸着法などにより、陽極層を成膜し、フォ
トリソグラフィー法及びウェットエッチング法を用い
て、陽極層をパターンニングする。この時、プラスチッ
ク基材を巻き取りながら陽極層を成膜し、パターンニン
グを行うことができる。
【００１６】本発明におけるプラスチック基材として、
ポリエチレンテレフタレート、ポリプロピレン、ポリエ
ーテルサルフォン、ポリカーボネート、シクロオレフィ
ンポリマー、ポリアリレート、ポリアミド、ポリメチル
メタクリレートなどからなる延伸または未延伸のフィル
ム、またはシートを用いることができる。また、これら
のプラスチックフィルムに陽極層を成膜する前に、コロ
ナ処理、プラズマ処理、UVオゾン処理などの表面処理を
施しても良い。
【００１７】本発明における陽極層の材料としては、 
ＩＴＯ（インジウムスズ複合酸化物）やインジウム亜鉛
複合酸化物、亜鉛アルミニウム複合酸化物等の透明電極
材料が使用できる。なお、抵抗を下げるために陽極層に
は銅、クロム、アルミニウム、チタン等の金属もしくは
これらの積層物を補助電極として部分的に併設させるこ
とができる。また、陽極層上に短絡防止用の絶縁層を構
成しても良い。
【００１８】次に、陽極層の上に有機ＥＬ層を成膜す
る。本発明における有機ＥＬ層は、蛍光物質を含む単層
構造、あるいは多層構造で形成することができる。
【００１９】多層構造で形成する場合の有機ＥＬ層の構
成例は、正孔注入輸送層／電子輸送性発光層または正孔
輸送性発光層／電子輸送層からなる２層構成や正孔注入
輸送層／発光層／電子輸送層からなる３層構成等があ
る。さらにより多層で形成することも可能であり、各層
を陽極層上に順に形成する。
【００２０】正孔注入輸送層材料の例としては、銅フタ
ロシアニン、テトラ（ｔ－ブチル）銅フタロシアニン等

4
の金属フタロシアニン類及び無金属フタロシアニン類、
キナクリドン化合物、１，１－ビス（４－ジ－ｐ－トリ
ルアミノフェニル）シクロヘキサン、Ｎ，Ｎ’－ジフェ
ニル－Ｎ，Ｎ’－ビス（３－メチルフェニル）－１，
１’－ビフェニル－４，４’－ジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジ
（１－ナフチル）－Ｎ，Ｎ’－ジフフェニル－１，１’
－ビフェニル－４，４’－ジアミン等の芳香族アミン系
低分子正孔注入輸送層や、その他既存の正孔輸送材料の
中から選ぶことができる。
【００２１】発光材料の例としては、９，１０－ジアリ
ールアントラセン誘導体、ピレン、コロネン、ペリレ
ン、ルブレン、１，１，４，４－テトラフェニルブタジ
エン、トリス（８－キノリノラート）アルミニウム錯
体、トリス（４－メチル－８キノリノラート）アルミニ
ウム錯体、ビス（８－キノリノラート）亜鉛錯体、トリ
ス（４－メチル－５－トリフルオロメチル－８－キノリ
ノラート）アルミニウム錯体、トリス（４－メチル－５
－シアノ－８－キノリノラート）アルミニウム錯体、ビ
ス（２－メチル－５－トリフルオロメチル－８－キノリ
ノラート）［４－（４－シアノフェニル）フェノラー
ト］アルミニウム錯体、ビス（２－メチル－５－シアノ
－８－キノリノラート）［４－（４－シアノフェニル）
フェノラート］アルミニウム錯体、トリス（８－キノリ
ノラート）スカンジウム錯体、ビス〔８－（パラ－トシ
ル）アミノキノリン〕亜鉛錯体及びカドミウム錯体、
１，２，３，４－テトラフェニルシクロペンタジエン、
ペンタフェニルシクロペンタジエン、ポリ－２，５－ジ
ヘプチルオキシ－パラ－フェニレンビニレン、クマリン
系蛍光体、ペリレン系蛍光体、ピラン系蛍光体、アンス
ロン系蛍光体、ポルフィリン系蛍光体、キナクリドン系
蛍光体、Ｎ，Ｎ’－ジアルキル置換キナクリドン系蛍光
体、ナフタルイミド系蛍光体、Ｎ，Ｎ’－ジアリール置
換ピロロピロール系蛍光体等の低分子材料や、ポリパラ
フェニレンビニレン、ポリ（２－メトキシー５―（２’
エチルエキソキシ）―１、４－パラフェニレンビニレ
ン、ポリ（３－アルキルチオフェン）、ポリ（９，９－
ジアルキシルフルオレン）、ポリ（パラフェニレン）な
どの共役高分子系やポリ（Ｎ－ビニルカルバゾール）、
２，５－ビス（５－ｔ－ブチル－２，５－ベンゾオキサ
ゾイル）チオフェン、ジンク  ビス－ベンゾチアゾール
  フェノレイトなどの高分子分散系など公知の高分子材
料を使用できる。
【００２２】電子輸送材料の例としては、２－（４－ビ
フィニルイル）－５－（４－ｔ－ブチルフェニル）－
１，３，４－オキサジアゾール、及び浜田らの合成した
オキサジアゾール誘導体（日本化学会誌、１５４０頁、
１９９１年）やビス（１０－ヒドロキシベンゾ［ｈ］キ
ノリノラート）ベリリウム錯体、特開平７－９０２６０
号で述べられているトリアゾール化合物等が挙げられ
る。



(4) 特開２００２－３１３５５８

10

20

30

40

50

5
【００２３】有機ＥＬ層の形成方法としては、低分子材
料の場合は、抵抗加熱法等の真空蒸着法により成膜する
ことができる。また、高分子材料の場合は、真空蒸着法
または、前述した高分子材料をＮ，Ｎ－ジメチルホルム
アミド、Ｎ－メチルピロリドン、ジメチルスルホキシ
ド、プロピレンカーボネート、γ－ブチロラクトンなど
の有機溶媒や水に溶かした後、スピンコート法、キャス
ティング法、ディッピング法、バーコート法、ロールコ
ート法、グラビアコート法、マイクログラビア法などの
塗布法を用いて成膜することができる。有機ＥＬ層の膜
厚は、単層構造または多層構造により形成する場合にお
いても１０００ｎｍ以下であり、好ましくは５０～１５
０ｎｍである。この時、プラスチック基材を巻き取りな
がら有機ＥＬ層を成膜することができる。
【００２４】次に、有機ＥＬ層の上に陰極層を形成す
る。陰極層の材料としては、電子注入効率の高い物質を
用いる。具体的にはＭｇ，Ａｌ，Ｙｂ等の金属単体を用
いたり、有機ＥＬ層と接する界面にＬｉや酸化Ｌｉ，Ｌ
ｉＦ等の化合物を１ｎｍ程度挟んで、安定性・導電性の
高いＡｌやＣｕを積層して用いる。
【００２５】または電子注入効率と安定性を両立させる
ため、低仕事関数であるＬｉ，Ｍｇ，Ｃａ，Ｂａ，Ｓ
ｒ，Ｌａ，Ｃｅ，Ｅｒ，Ｅｕ，Ｓｃ，Ｙ，Ｙｂ等の金属
１種以上と、安定なＡｇ，Ａｌ，Ｃｕ等の金属元素との
合金系が用いられる。具体的にはＭｇＡｇ，ＡｌＬｉ，
ＣｕＬｉ等の合金が使用できる。
【００２６】陰極層の形成方法としては、材料に応じ
て、真空蒸着法、電子ビーム蒸着法、スパッタリング法
などを用いて成膜することができる。また、アルミニウ
ム箔などの金属箔を、プラスチック基材上に成膜した有
機ＥＬ層と重ね合わせ、熱圧着することで陰極層として
用いることができる。成膜する場合の陰極層の厚さは、
０．０１～１μｍ程度が望ましく、さらに０．１５～
０．３μｍが好ましい。
【００２７】金属箔を熱圧着する場合の陰極層の厚さ
は、取り扱いが容易な５μｍ以上が望ましく、さらに箔
のピンホールを防止するために１５μｍ以上が好まし
い。また、さらに取り扱いを容易にするために、金属箔
にポリエチレンテレフタレートなどのプラスチックフィ
ルムを予め有機ＥＬ表示素子と接する面と反対側の面に
ラミネートしておいても良い。陰極層を形成する際、プ
ラスチック基材を巻き取りながら陰極層を成膜すること
ができる。
【００２８】次に、上記により形成された積層体（プラ
スチック基材、第一電極層、有機ＥＬ層、第二電極層）
のプラスチック基材面にガラス板を配置し、プラスチッ
ク基材上の第二電極上に防湿性フィルムを配置し、取り
出し電極を被覆しないように同時に被覆、封止する。尚
プラスチック基材にＵＶ／Ｏ

3
処理やコロナ処理、プラ

ズマ処理等の表面処理を行ったり、プラスチック基材に

6
ＧｅＯやＳｉＯ

2
等の透明無機物を蒸着することにより

接着強度を向上させることができる。
【００２９】ガラス板および防湿性フィルムの封止・接
着方法としては、ＵＶ硬化樹脂や熱硬化樹脂等を用いる
ことにより接着したり、ドライラミネート法等を用いる
ことができる。
【００３０】この際、ガラス板と防湿性フィルムを別々
にプラスチック基材に接着すると、先に形成されるシー
ラント層（接着層）は、加圧または加熱または熱押圧を
２回行われる。このため、シーラント層が薄くなり接着
不良が発生する、シーラント層にクラックが入る等の封
止不良が生じる恐れがある。ここで、ガラス板と防湿性
フィルムを同時にプラスチック基材に接着することによ
り接着層に過剰な圧力および／または、熱が加わること
がなく、前述した封止不良を生じることなく封止するこ
とができる。
【００３１】また、使用する防湿性フィルムは、少なく
ともバリア層を有する必要がある。バリア層としては、
基材に酸化珪素、酸化アルミニウム、酸化クロム、酸化
マグネシウム等の金属酸化物、フッ化アルミニウム、フ
ッ化マグネシウム等の金属フッ化物、窒化珪素、窒化ア
ルミニウム、窒化クロムなどの金属窒化物を単層また
は、積層したフィルムや、アルミニウム、銅、ニッケ
ル、ステンレス、アルミニウム合金などを蒸着したフィ
ルムや、これら材料の金属箔や合金箔を用いることがで
きる。特に、ガスバリア性に優れる金属箔や合金箔を用
いることが好ましい。また、製造時の取り扱いを容易に
するために、基材としてポリエチレンテレフタレート、
ナイロン等のフィルムをラミネートしてもよい。
【００３２】また、シーラントフィルムを用い、ガラス
板をプラスチック基材に熱圧着すると同時に、防湿性フ
ィルムを有機ＥＬ表示素子が被覆されるように熱圧着す
ることができる。
【００３３】熱圧着する際には、ガラス板、シーラント
フィルム、プラスチック基材、防湿性フィルムをこの順
に積層させ、熱ロール間を通すことによりガラス板およ
び防湿性フィルムを同時にプラスチック基材に接着する
ことができる。
【００３４】プラスチック基材に、ガラス板と防湿性フ
ィルムを同時に熱圧着すると、有機ＥＬ層等が防湿性フ
ィルムにより熱ロール等から保護され、直接熱ロール等
が有機ＥＬ層等に接触することがない。 その為、有機
ＥＬ層等に膜欠陥が生じることがなく、有機ＥＬ表示素
子は膜欠陥による非発光部がない良好な発光を得ること
ができる。
【００３５】また、シーラントフィルムを、ガラス板、
プラスチック基材および防湿性フィルムと同時に供給す
ることにより、接着剤を塗布する工程を簡略化すること
ができるため生産性を向上することができる。
【００３６】本発明におけるシーラントフィルムとして
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は、ポリエチレン、ポリプロピレン、エチレン－プロピ
レン共重合体などのポリオレフィンの酸変性物、エチレ
ン－酢酸ビニル共重合体の酸変性、エチレン－アクリル
酸共重合体、エチレン－メタクリル酸共重合体、アイオ
ノマーなどの熱可塑性接着性樹脂からなるフィルムを用
いることができる。
【００３７】ガラス板とプラスチック基材をシーラント
フィルムを用いて熱圧着する場合は、前述した防湿性フ
ィルムにシーラント層を設ける必要がある。シーラント
層としては、前記シーラントフィルムと同様の材料を用
いることができる。特に、ガラス板と防湿性フィルムを
同時に熱圧着する為、シーラントフィルムと防湿性フィ
ルムのシーラント層は、同じ材料を用いていることが好
ましい。
【００３８】
【実施例】まず、本発明の有機ＥＬ表示素子の一実施例
を図１、比較例１の有機ＥＬ表示素子を図２に示す。
【００３９】［実施例１］まず、プラスチック基材１と
して、ポリエチレンテレフタレートフィルム（１００μ
ｍ）を使用し、スパッタリング法で陽極層２としてＩＴ
Ｏ膜を厚さ１５０ｎｍで巻き取り成膜した。
【００４０】次に、フォトリソグラフィー法およびウェ
ットエッチング法を用いて、フィルムを巻き取りながら
陽極層２をパターニングし、陽極取り出し電極２ａを兼
ねた陽極層２と陰極取り出し電極２ｂとを形成した。
【００４１】次に、正孔輸送層３として、ポリ（３，４
－エチレンジオキシチオフェン）とポリスチレンスルホ
ン酸との混合物をマイクログラビア法にて膜厚を２０ｎ
ｍで塗布した後、発光層４として、ポリ［２－メトキシ
－５－（２’－エチル－ヘキシロキシ）－１，４－フェ
ニレン  ビニレン］（ＭＥＨ－ＰＰＶ）を用い、フィル
ムを巻き取りながらマイクログラビア法により膜厚１０
０ｎｍの塗膜を形成した。
【００４２】次に、陰極層５として、Ｃａ、Ａｇを順に
６ｎｍ、２００ｎｍの膜厚で巻き取り蒸着して積層体１
２を作成した。
【００４３】次に、ガラス板６とエチレン－酢酸ビニル
共重合体の酸変性物からなるシーラントフィルム７を積
層体のプラスチック基材１面に配置し、エチレン－酢酸
ビニル共重合体の酸変性物からなるシーラント層とアル
ミニウム箔からなるバリア層をポリエチレンテレフタレ
ートフィルムに積層させた防湿性フィルム８を積層体１
２の第二電極層（陰極層５）が形成されている面に配置
後、熱ロール９、１０間を通すことによりガラス板６お
よび防湿性フィルム８を同時にプラスチック基材１に接
着することにより封止した。
【００４４】この製造方法で得られた有機ＥＬ表示素子
は膜欠陥による非発光部が観察されず、４０℃，９０％
ＲＨの恒温槽で５００時間保存した結果、発光面積は初*

8
*期面積の９０％であった。
【００４５】［実施例２］実施例１と同様に基材巻き取
りによりプラスチック基材１上に有機ＥＬ層等を作製
後、まずガラス板６とエチレン－酢酸ビニル共重合体の
酸変性物からなるシーラントフィルム７を積層体１２の
プラスチック基材１面に配置し、熱ロール９、１０間を
通し、ガラス板６とプラスチック基材１を接着した。
【００４６】次に、エチレン－酢酸ビニル共重合体の酸
変性物からなるシーラント層とアルミニウム箔からなる
バリア層をポリエチレンテレフタレートフィルムに積層
させた防湿性フィルム８を積層体１２のプラスチック基
材１面に配置し、熱ロール９、１０間を通すとこにより
ガラス板６とプラスチック基材１との積層物と防湿性フ
ィルム８とを接着することにより封止した。
【００４７】この製造方法で得られた有機ＥＬ表示素子
は、膜欠陥による非発光部が観察された。
【００４８】
【発明の効果】本発明によれば、少なくともプラスチッ
ク基材上に第一電極層と有機エレクトロルミネッセンス
層と第二電極層を積層した積層体のプラスチック基材面
をガラス板により封止し、第二電極層面を防湿性フィル
ムにより被覆封止したこと、好ましくは、ガラス板と防
湿性フィルムで同時に接着積層する製造方法を採用する
ことにより、大気中の水分や酸素等の影響を極力除外
し、経時劣化が少なく、かつ有機ＥＬ表示素子が膜欠陥
を生じることなく、生産性を向上させることにより安価
な有機ＥＬ表示素子及びその製造方法を提供することが
できる。
【００４９】
【図面の簡単な説明】
【図１】実施例１の有機ＥＬ表示素子の製造方法の一例
を示す断面図である。
【図２】実施例２の有機ＥＬ表示素子の製造方法の一例
を示す断面図である。
【符号の説明】
１    プラスチック基材
２    陽極層
２ａ  陽極取り出し電極
２ｂ  陰極取り出し電極
３    正孔輸送層
４    発光層
５    陰極層
６    ガラス板
７    シーラントフィルム
８    防湿性フィルム
９、１０  熱ロール
１１  有機ＥＬ層
１２  積層体
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